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地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す �
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第２のふるさとに集う�
（羽茂自然学園２０周年の集い）�

佐渡市・国分寺市遠泳交流会�
夏真っ盛りの８月７日（日）、佐渡市に合併してからは初めてとなる「佐渡市・国分寺市遠泳
交流会」が真野湾を会場にして行われました。�
　当日は絶好の天候に恵まれ、佐渡市から３２名、国分寺市から３２名、計６４名の水泳愛
好者が参加しました。参加者たちは背合海岸から新町海水浴場までの３.２キロのコースを
平泳ぎとクロールにわかれて泳ぎました。�
　入念な準備運動の後、その日のコンディションを確かめるように、ゆっくりとスタートした平

泳ぎのグループは、「エーンヤコーラ」のかけ声とともに遠泳を楽しんでいました。また、クロールのグループにはトライアスロン
の選手が多く参加していることもあって、苦しい表情を見せることもなく力強く

泳いでいました。ゴールの新町海水浴場まで泳ぎき
った参加者は、みんな自信と充実感に満ちた素敵
な表情をしていました。その後、砂浜にあがった参
加者全員で円陣をくみ、お互いの健闘をたたえあっ
ていました。�

　８月５日（金）・６日（土）の２日間、カルトピアセンター「素浜」
を会場に「羽茂自然学園開園２０周年の集い」が盛大に行
われました。羽茂自然学園（長期山村留学）は、昭和６１年
開園以来今年で２０周年の節目を迎えることから記念行事
として計画され、学園生ＯＢ・指導員ＯＢ・行政側担当者ＯＢ・
地域関係者等２日間で延べ８９名が参加し感激の再会が実
現しました。�
　参加した学園生ＯＢも立派な社会人となり、当時の運営
関係者や仲間と語らいながら更に親交を深め「第２のふる
さと」羽茂を再度訪れることを約束して佐渡を後にしました。�

真　野�

両津七夕まつり・川開き�
　8月7日(日)、8日(月)、夷・湊地区で両津七夕・川開きが盛大に行われました。�
　このまつりは今から約120年前の両津港開港を祝って始まったもので、今年で七夕ま
つりは第99回、川開きは第70回を数えるまでになりました。また、このまつりが「子供と海
の祭典」ということもあり、地元小学生による鬼太鼓や鼓笛隊パレード、各地区の子供た
ちによる山車パレードや夷本町商店街協同組合による子供向けのイベントなど、子供たち
が中心となる行事がたくさん行われました。子供たちは
この日のために一生懸命準備をしたようで、彼らの完成
度の高い山車と一生懸命な姿が大変印象的でした。 �
 加えて、姉妹都市である入間市との交流イベントや市
内の各団体による鬼太鼓競演、大花火大会なども行われ、
島内最大級のまつりにふさわしい盛り上がりを見せた2
日間となりました。�

�

両　津�
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新穂城跡はすまつり�
　蓮が群生する下新穂城跡の堀で、花が最高の見頃を
迎えた8月6日、8月7日にはすまつりが開催されました。模
擬店や青空市場が用意され、また、伝統芸能や写真・絵
画展も行われました。この地の面積は１６２a、県の指定文
化財であり、また佐渡百選にも選ばれています。蓮は約２
０年前から上新穂・下新穂両集落の住民で植えたものが

繁殖し、現在に至っています。８月１１日には早朝から自分の背丈を越すまでに成長した
花や葉の刈り取り作業が行われ、その場で販売されました。花は大きく葉は丈夫のため毎年大好評だということです。�

獅子ヶ城�
　 まつり�

夏の真野まつり�

赤泊の伝統芸能に感激�ふるさと芸能祭り�

　8月11日(木）佐和田獅子ヶ城ま
つりが開催されました。小、中学
生に保育園、幼稚園児らも加わってのマーチングバンドフェ
スティバルをはじめ、アサリのつかみどり、おけさ流し、地酒
試飲会、万燈みこしなど盛りだくさんのイベントが行われまし
た。「冬ソナ」の主題歌を歌ったRyuも獅子ヶ城まつりに参
加し、本町商店街に設けられた特設ステージでは、ゆかた
姿に身を包んだRyuに佐和田観光協会長及び佐渡市長
から観光大使の任命書が手渡され、またRyuからは韓国の
国花「むくげ」がプレゼントされました。この後Ryuとの握手
会やトークショーなどもあり大勢のファンがつめかけました。ま
た、グラウンド横と海岸に設けられた特設ステージには、地
元はもとより相川・両津・新穂地区からの青年会や子ども鬼
太鼓などの芸能披露もあり、大勢の観客で賑わいました。
　この日の最後は花火ファ
ンタジーが行われ、音楽に
合わせて打ち上げられる花
火はとても感動的で、拍手
や感嘆の声もあがり観客を
魅了しました。�
�

　８月１２日（金）と１４日（日）
の２日間にわたって「夏の真
野まつり」が開催されました。
ふるさと会館では、夕日コン
サート「南かなこショー」やフ
ァイヤーパフォーマンスショー
が行われ、大勢の帰省客や
観光客でにぎわいました。�
　また、新町海水浴場では
毎年好評の「ヒラメのつかみ
どり」が行われ８００匹のヒラメ

をつかまえようと、スタートと同時に海へむかって水しぶきを
上げながら猛突進していました。そのほか「宝さがしゲーム」
や「輪投げ」などが行われ、会場は子どもたちの歓声につ
つまれていました。�

赤　泊�

８月１２日（金）赤泊観光協会主催による恒例の「ふるさと芸能祭り」が、赤泊総合文化会
館を会場に行われました。祭礼当日以外にはめったに観ることのできない杉野浦小獅子舞
や、先の県予選会で優勝し来
年京都で行われる全国大会
に出場する、赤泊分校郷土芸
能クラブの若さ溢れるおけさ

踊りや勇壮な鬼太鼓等に、夕涼みがてら訪れた帰省客や観
光客ら約３００名の観衆からは盛大な拍手が送られていました。�
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新穂�

羽　茂�

 新穂ふるさと夏まつり�
�

▲
�

南片辺御太鼓�

▲後尾鬼太鼓� ▲妖艶な踊りを披露したカカロモ・ダンサーズ�

▲北川内豆まき・小獅子舞� ▲北田野浦花笠踊り・小獅子舞�

　８月１４日（日）、毎年お盆の恒例行事となった祭りは今年で２４回目を迎えました。
今にも崩れそうな天候はパレードが始まると好転し、小学生鼓隊や保育園みこしで
路上や主会場のムードが一気に登り始めました。続々と人が駆けつけ、久しぶりの
再会を喜ぶ方々が随所に見られる中、芸能
ステージでは鬼太鼓やみどり会による民謡等
が披露され、プログラムが進行するにつれて
盛り上がりも最高潮に達しようとしたところで

非常にも突然の豪雨。一時客足が遠のいたかと思われましたが雨がおさまるにつれ
再び人は集まりました。しかし、無念にもまたまた豪雨。�
　回復不可能な状況になってしまいましたが、誰もが記憶に残るまつりとなりました。�

第２９回 ふ るさと祭り�
�　８月１４日（日）・１５日（月）の２日間、お盆帰省に合わせた恒例の「ふるさと祭り」が

羽茂地区公民館、羽茂温泉「クアテルメ佐渡」を会場に行われました。�
　１５日に予定された野外おまつり広場での芸能発表はあいにくの雨天により中止

となりましたが、温泉会場での「手作り品展」や「篠
笛作り、実技指導」のコーナーは、家族連れやグ
ループの温泉客が興味を持って訪れチャレンジし
ていました。�
　また、公民館会場での「孤蓬遠州流生花展」では、羽茂古来からの流派の作品が一
同に展示され、その洗練された作品は訪れたギャラリーの熱い視線を受けていました。�

相　川� 畑　野�

８月１４日（日）、第２８
回いこいの村まつりが
多田漁港で開かれ、お
よそ1500人の観客で
賑わいました。�
佐渡民謡や舞踊・
剣舞に続き、ステージで
は勇壮な鬼太鼓、そし

てまつりの目玉、海洋
薪能「橋弁慶」が格
調高く演じられました。�
フィナーレを飾る大
花火大会では、きれ
いに彩られた夜空に
多くの観客が見入っ
ていました。�

第３回�
　　たかち芸能祭�

旧相川町高千地区の
芸能を一度に見られるこ
の祭、今年も大盛況でした。�

第２８回�
いこいの村まつり�
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畑　野�

地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す �

▲親子競争�

畑野の夏を彩った�
�安寿天神まつり��

　８月２１日（日）、畑野商店街を会場に安寿天神まつりが開催さ
れました。今年は「観るまつりから参加するまつりへ」をコンセプトに、
総勢１３０名によるねりみこしや地元鬼太鼓６団体による競演が会
場を一気に盛り上げました。また、安寿よせもん市では、野菜や手
工芸品などの出店、フリーマーケットなどが多数並び人気を集めて
いました。今年新しく生まれ変わった安寿天神まつりは、大勢の方々
の参加により盛況に幕を閉じました。�

赤　泊�

佐和田�

８月２３日（火）に毎年
恒例の金北山まつりが
開催されました。金北山
まつりは島の総鎮守金
北山神社の祭りで、１年
に１度、この日だけ登山
することが許されています。この日はあいにくの雨で、金北山
からの眼下に広がる眺めは、残念ながら雲に隠れ見ることが出
来ませんでした。８０名を越える参加者は、金北山神社の境内
で舞われる巫女舞の奉納をみな真剣な面持ちで見ていました。
奉納が終わり、白雲荘での昼食の時間には地元特産品の抽
選会が行われ、商品を手に、皆さんご満悦そうでした。昼食後は、
八幡館で温泉に入り、雨に打たれた体を十分に癒しました。�
雨で金北山からの景色が見られなかった事は残念でしたが、

それ以上に皆さんに喜んでいただけた事が、何より良かった１
日でした。�

８月２８日（日）、赤泊総合グラ
ンドを会場に第７４回赤泊地区
運動会が行われました。村民
体育大会から地区運動会へ模
様替えして２年目となりましたが、
小学生からお年寄りまで出場し
ての真剣な競技に、以前にも増して各地区の選手・応援団は盛り
上がりました。�
レクレーション競技主体で各チームとも接戦となり、最後までわから

ない展開に選手も一段と熱が入ったよう
です。優勝は徳和チームで昨年に続い
ての連覇となりました。以下成績は次の
とおりです。�
優勝：徳和チーム　準優勝：南部　第

３位：川茂　第４位：三川　第５位：赤泊�

第７４回�
　赤泊地区運動会�

金北山まつり�

▲ボール送りリレー�

小　木� 金井�

８月２７日（土）、
金井地区安養
寺羽黒神社で
薪能が開催さ
れました。このイ
ベントは地元安

養寺区の方々が中心となって運営を行っていま
す。当日は、台風の影響が心配されましたが、天
候に恵まれ、３００人あまりの観客が訪れました。
演目は、平家物語を素材とした一場物の夢幻
能「経政（つねまさ）」のほか、仕舞「嵐山」等が
演じられました。島外からも多くの観光客が訪れ、
幽玄の世界を堪能しました。�

　近年の自然災害の発生状況は、佐渡市を含め全
国的に、我々の想像を超える被害をもたらし、尊い生命・
財産が失われています。市民の生命財産を災害か
ら守るための一助として、小木地区防災訓練を下記
の想定により行います。対象地区の皆様の訓練参

加をお願いします。また、多くの市民の皆様にも、各々で出来る災害発生時の対
応等について、ご家庭で話し合っていただきたいと思います。�
＊想定 「９月25日（日）午前７時30分、佐渡地方を中心に激しい地震が発生し、小
木地区（沢崎から井坪）の海岸線を中心に被害が発生した。この地震により外
岬地区の沿岸に「津波警報」が発令され、津波到達予測時刻を約10分後の午
前7時40分と発表。その後、午前８時に津波警報が解除された。」�
・訓練内容の概略 ①地区本部設置訓練 ②情報収集訓練等 ③避難・誘導訓練
④消火栓取扱い訓練 ⑤同時多発建物火災消火訓練 ⑥水防・土砂災害救出
訓練 ⑦防災ヘリコプターによる緊急搬送訓練 ⑧炊き出し訓練、・・・等々�
 �

小木地区防災訓練� 羽黒神社薪能�
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